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第Ⅰ因子:子ども・子育てへの肯定感 4.34（.51） ＞ 4.23（.61）＊＊
第Ⅱ因子:子育てへの否定感 2.86（.77） ＞ 2.30（.67）＊＊＊




第1因子 第2因子 第3因子 第1因子 第2因子 第3因子


































































































































































































































48（15.4％） 50（16.0％） 8（2.6％） 106（34.0％）
3.夫妻ともに職業と家事をほぼ
平等に担う
60（19.2％） 35（11.2％） 14（4.5％） 109（35.0％）



















48（15.9％） 34（11.3％） 10（3.3％） 92（30.5％）
3.夫妻ともに職業と家事をほぼ
平等に担う
35（11.6％） 21（7.0％） 11（3.6％） 67（22.2％）
4.妻が稼ぎ手で夫が主に家事を
担う
0（0％） 1（0.3％） 1（0.3％） 2（0.6％）































































































































































































htp://www.gender.go.jp Gender Equality Bureau
CabinetOffice．（2011）男女共同参画社会の実現を
目指して
www.5.cao.go.jp/statistics/meetings/imkai-5/sankou-
7.pdf.（2008）総務省統計局 平成20年1月21日 夫
の収入と妻の就業率の関係について（ダグラス・有
沢の法則）
要旨
本研究はワーク・ライフ・バランスと乳幼児を持つ
夫婦の育児の協同について検討することを目的とした。
この論文では、調査対象となった366組の夫婦を、母親
の就業形態により3群化し、乳幼児を持つ家族の育児
の協同を、「育児行動」「育児感情」などの観点から比
較した。その結果、パートタイムの仕事を持つ母親は
夫の育児参加がフルタイムの仕事を持つ母親と比較し
て有意に低く、専業主婦の母親と比較して有意差はな
い。また、パートタイムの仕事を持つ母親は子育てへ
の肯定感が他の2群と比較して有意に低く、それはパー
トタイムの仕事を持つ父親においても同様であった。
付記
本研究は、鎌倉女子大学紀要第18号にて発表した調
査研究を基に、新たにデータ分析を行ったものである。
（2011年10月3日受稿）
注1） 佐藤（2011）論文からの第3因子の命名の改変
の理由はわかりにくかったためである。
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